
このように、地域の中で孤立した人を、地域と
結びつけるためには、高齢者の多様な状況や
ニーズに応えられるよう受け皿を広く用意する
ことが重要である。このため、「見守り」や「居場
所づくり」、また社会的な活動の促進にあたって
は、行政が主導する取組だけではなく、地域住
民や市民団体、地元企業、NPO等との協力関係
を築くことや、市民団体等の主体的な活動を支
援していくことが必要であろう。

イ　多世代交流の促進
本節で紹介した「居場所づくり」の事例は、高

齢者に限らず、そこに集う人々がお互いに助け
合い、支え合うことを目指したものである。また、
「コミュニティ・スクール」は、公立学校を地域
全体で支える仕組みに変える試みだが、年齢に
かかわらず参加できるようにした結果、多世代
が集まる場になっている。高齢者の意向をみて
も、本章第2節5「高齢者の社会参加」の図1－
2－5－11「若い世代との交流の機会の参加意向」

（4）今後の取組の方向性
以上のような、高齢者の「見守り」や「居場所

づくり」の取組、社会的な活動（ボランティア活
動）を促進する取組は、高齢者の社会的孤立を
防止するだけではなく、高齢者の「出番」をつく
り、高齢者自身が地域社会の支え手として活躍
することを目指した取組である。この取組を進
める上での今後の方向性を考える。

ア　取組主体の多様化
高齢者の「居場所づくり」の取組は、これまで

自治会や老人クラブなど、基本的に住む場所に
よって参加する場が決まる、いわば「地縁」によ
る取組が主体であったが、本節で事例として紹
介した「地域の茶の間」や「もうひとつの家」な
どのように、住む地域にかかわらず参加できる
居場所が増えてきている。また、高齢者の「見守
り」に関しても、地方自治体が、民生委員だけで
なく、他の地域住民や学校、企業、NPO等とも
協力して取り組む事例が増えている。

公立学校を地域で支え、地域ぐるみで子どもを育てることを目
的に、文部科学省により平成16（2004）年に「コミュニティ・
スクール」（学校運営協議会制度）が制度化された。この制度の指
定を受けている三鷹市立第四小学校では、制度ができる4年前か
ら、家庭・地域・学校が連携して教育支援の取組を行っている。
具体的には、総合的な学習の時間に指導者として授業に参加する
「コミュニティ・ティーチャー」、授業や学校行事の指導補助とし
て活動する「スタディ・アドバイザー」、竹工作クラブ、囲碁クラ
ブ、サイエンスクラブといった課外のクラブ活動の指導にあたる「きらめきボランティア」という3種類
のボランティアが教育支援にあたっており、この中で40人ほどの高齢者が活躍している。
なお、三鷹市立第四小学校では、教育支援ボランティアの自立組織特定非営利活動法人「夢育支援ネッ

トワーク」が、学校内に活動の拠点を置き、ボランティアの発掘・登録、指導プログラムの提案などを行っ
ており、ボランティアをしたい人と学校をつなぐコーディネート役として重要な役割を果たしている。
小・中一貫教育の実践でも知られる三鷹市は、市内の公立校全校で地域による学校支援を積極的に進め

ており、子どもの人間力、社会力を育むために、さまざまな場面で高齢者が活躍している。

事例④：コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）
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えたり、「援農ボランティア」のように、収穫した
新鮮な野菜がもらえるといった「有償」の仕組み
があると、ボランティアを始めるきっかけづくり
になるだけでなく、支援が必要な人にとっても、
かえってその方が助けを求めやすくなるという
効果があると考えられる。実際、ボランティア活
動に当たっては、交通費などの実費がかかるこ
とも多い。
また、「時間通貨」は、感謝の気持ちをカード
に託して渡すものであり、まるで通貨のように
カードを受け渡しすることによって、頼む側は
困った時に気兼ねなく頼むことができ、助ける
側にも張り合いが生まれ、そういう意味で、ボラ
ンティアを促進する効果があると考えられる。
今後、高齢者の社会的な活動（ボランティア

活動）を一層促進していくためには、さまざまな
きっかけづくりが必要であり、その一つの形態
として、有償ボランティアや、それに類した仕組
みを導入することも有効であると考えられる。

で紹介しているように、若い世代との交流を望
む高齢者は増加している。
また、本白書に掲載しているコラム「ドイツに
おける高齢者の社会参加促進の取組」で紹介し
ているように、ドイツでは多世代交流を重視し
ているが、その理由の1つは高齢者のポテンシャ
ルを有効に生かすことであり、もう1つは、今の
若者が高齢になったときには、さらに高齢化が
進んだ社会になっていることが確実であり、今
からどのような社会を築いていくべきかを考え
てもらうためである。
高齢者と若者との交流・支え合いは、若者が
我が国の数十年後の社会のあり方、地域のあり
方を考えるきっかけづくりとなるものであり、ま
た、高齢者と若い世代との連帯を深め、希薄化し
ている地域の絆をすべての世代で再生するとい
う観点からも積極的に進めることが望ましい。

ウ　「有償」の仕組みを含めたきっかけづくり
事例で紹介した「介護支援ボランティア制度」

のように、ボランティアをしたらポイントをもら

図1－3－3－4 地域活動・ボランティア活動への参加意向
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資料：内閣府「高齢者の地域におけるライフスタイルに関する調査」（平成21年）
（注）調査対象は、全国60歳以上の男女
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エ　男性による活動の促進
本節1「社会的孤立の実態」で見たように、高
齢者の中でも、特に「一人暮らしの男性」が地域
から孤立しやすい傾向にあるといえるが、社会
的な活動（ボランティア活動）は目的や活動内容
が明確であり、人づきあいが得意でない人でも
気軽に参加できると考えられる。このため、近所
づきあいのない男性にとっても参加しやすいも
のと思われる。
また、60歳以上の人への調査によると、地域
活動・ボランティア活動に「積極的に参加した
い」又は「できるだけ参加したい」人の割合は、
女性の23.9％に対して、男性は34.6％であり、実
は男性の方が活動への参加意欲が高いことがわ
かる（図1－3－3－4）。
このため、参加意欲の高い人を実際の活動に
結び付ける視点が重要である。その際には、本
節2（図1－3－2－4）で見たように、日本の高
齢者は、諸外国と比較して異性の友人を持たな
い傾向があることから、働きかけを行う際には、
まずは男性が多く参加したいと思っている地域
活動・ボランティア活動（図1－3－3－5）への

参加について働きかけを行うことも有効であ
ろう。
また、男性の場合、高齢期にいたる前は女性

と比較して仕事中心の人が多いが、仕事を引退
していきなり地域での活動に参加することは難
しいと考えられることから、高齢期の世代だけ
ではなく、それより若い世代に対しても併せて
地域活動への参加を促すような取組が望ましい
と言えるだろう。

（最後に）
高齢化が進む日本社会において、高齢者の孤
立化を防止して安心・安全を確保するだけでな
く、高齢者自身に地域の支え手として、「地域の
絆」を再生してもらうことが大きく期待されてい
る。ただし、「地域の絆」の再生は高齢者だけで
行えるものではなく、世代を超えて国民全体で
行っていく必要があることから、高齢になっても
元気な間は地域における社会的な活動（ボラン
ティア活動）に参加でき、働き盛りの世代でも仕
事と社会的な活動（ボランティア活動）を両立す
ることができるような社会の実現を目指すこと

図1－3－3－5 地域活動・ボランティア活動への参加意向（複数回答）
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資料：内閣府「高齢者の地域におけるライフスタイルに関する調査」（平成21年）
（注）調査対象は、全国60歳以上の男女
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